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与那国島の水田立地 と稲作技術

- 東南アジア島峡部稲作 との関連において

田 中 耕 司*

TraditionalRiceCultureonYona皇uniIsland

AComparisonwithRiceCultureintheSoutheast
AsianArchipela皇O-

KojiTANAKA*

YonaguniIsland,locatedatthesouthwesternend

oftheRyukyuIslands,hasahumidsub-troplCal
climate. Infbrmation on traditionalrice culture

ontheislandprlOrtOtheintroductionoftlleSO-

CalledHora3'rice,thenew high -yieldingvarieties

bred in Taiwan in the1930S,wascollected by

interviewingold farmers,and thecharacteristics

ofriceculturewerecomparedwiththosein the

SoutheastAsianarchipelago･

Wet-ricefieldsonYonagunilslandwereclassi丘ed

intothreegroupsaccordingtotlleirwaterandsoil

conditions:rain-fed(tz.nchz'da),inundated(nn'nza),
and muddy or swampy (h房da). The technical

componentscharacterlZlngthericeculttlreOftile

islandvariedwidelywiththelocationalconditions･

Forlandpreparation,forexample,thedominant

methodineachgroupwasasfollows:tillingand

levellingbyhandonlyinkzfda;tillingbywooden

hoe and by cattle-trampling,and levelling by

harrowinminza;andtillingbyplough ,preventing

seepage by cattle-trampling,and levelling by

harrow in ttnchida･ The traditional cropplng

seasonofwetricepriortOtheadoptionOfHorai

rice)withwhichdoublecropplngOfricewasestab-

lished,differedfrom thatofthemainlandofJapan.

は じ め に

与那国島で営まれてきた伝統的な稲作の姿

*京都大学東南アジア研究センター ; TheCenter

forSoutheastAsianStudies,KyotoUniversity

Wetricewasgenerallytransplanted in January

and February with two-month101d seedlingsand

harvestedinJuneandJuly. Thiscroppingseason

wasfavouredbytherainfallduringthenortheast･

monsoon season,commenclng in October,and

could avoid danger oftyphoons between July

andSeptember･ A similarcropplngSeasonCanbe
found in Taiwan and the east coast of the

PhilipplneSaSWellas throughoutthe Ryukyu

islands. The local varieties replaced by the

Horai rice had the following morphologlCal

characters:longculm,longpanicle,low tillering-

capacity)long awn)black orbrown huskJlarge

grains,etc･ Thesecharactersareconsidered to

resemble those oflocalvarieties grown in the

SoutheastAsianarchipelago,whichbelongtothe

so-calledbuZuorjaZJanicatype.

Traditionalrice culture on Yonaguni lsland

thusappearstohavebeencharacterizedbycom･

ponentscommontoriceculturesoftheSoutheast

Asian archipelago,and isconsequently thought

tohavehadaclosegenealogicalrelationwiththis

reglOn,aS indicated by the practice of cattle-

tramplingandthesimilarityorricevarietiesand

CrOpplngSeaSOn･

を,立地に即 して記述すること,そ して,こ

の地の稲作技術の特徴を東南アジア島峡部の

稲作 との比較において考察すること,これが

本稿の目的である｡

与那国島の稲作が文献にあらわれるのは,
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15世紀の朝鮮人漂流者の見聞を記録 した 『成

宗大王実録』巻 105の記載が最初である｡ こ

れによると,与那国島では,主食物に米をも

っぱ ら用いていたこと,そ して,牛に水田を

踏ませて苗代をこしらえ,移植稲作を行なっ

ていたことなどがうかがえる [伊波 1927:

50]｡この漂流者たちが与那国島滞在ののちに

見聞 した南島の他の島々 (たとえば,西表島

祖納,波照間島,宮古島など)にくらべて,

与那国島では稲作の占める位置がより重要で

あったと推察され,同島の稲作が15世紀まで

確実にさかのぼりうる,重要な生業であった

ことを, この史料か ら知 りうる｡

本稿でとりあげる与那国島の稲作技術は,

台湾か ら導入された蓬莱米が同島に普及す る

昭和10年代前半 ごろまでの技術を中心 として

いる｡1) 蓬莱米の導入によって二期作がはじ

まるとともに,あい前後 して新たな牽引農具

などが導入 され,与那国島の在来稲作技術は

この時期 に大 きな変化をとげているので,同

島の伝統的な稲作技術を知るためには,ひと

まずこの時期までの技術を眺めてみるのが妥

当であろうと考え られるか らである｡

与那国島へは1981年の8月 と11月,および

1982年の3月の計 3回訪れる機会があった｡

いずれも短期間ではあったが,以下に示す在

1)与那国島-蓬莱米がいつ導入されたかは明らか
でない｡大正12,3年ごろ,当時の村長慶田元貞
則氏が台中から6斗入りのかますで種籾をもち
帰り,採種団で栽培したのち配布したという聴
取例を得たが,このころにはまだ蓬莱米という
呼称は与えられていないので,これはおそらく
当時台湾に導入されていた内地米あるいはその
交配種をもち帰ったものと推定される｡蓬莱米
という名でこれらの品種が与那国島へ導入され

たのは,昭和6年ごろとするのが妥当ではない
かと思われる｡聴きとりによると,昭和6年,
オキモ IJ
請盛正雄氏(与那国尋常高等小学校教員)が蓬莱

米を試験的に栽培し,昭和8年には普及しはじ
めたという｡また,昭和9年には石垣稔氏(与那
国在勤の沖縄県農業技手)が栽培指導に来島し,
その後の試験を経て,昭和10年代はじめには全
島に普及するようになったという｡
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采の稲作技術 とその変遷に関する記載は,す

べてこの間の観察 と聴取調査2)にもとづいて

いる｡

Ⅰ 与那国島の水田立地

1. 気候- 降水量分布 と台風の襲来

与那国島は,年間を通 じて温暖多湿で,良

潤亜熱帯海洋性気候の特徴を示 している｡ 年

間の気温較差が小 さく,年平均気温が23.4度,

最寒月(1月)の月平均気温が17.7度,最暖月

(7月)のそれが28.5度3) と,年間を通 じて稲

作に必要な温度条件 に恵まれているので,同

島の稲作にとって,気温はさして大 きな規制

要因ではない｡

同島の稲作を規制するもっとも重要な気候

要因は,台風 と降水量分布の変動幅が大 きい

ことの 2点である｡ 台風の襲来は強い風雨を

伴 うために,イネの倒伏や冠水,風送による

潮害をもた らし,生育中のイネに直接に甚大

な被害をもた らす｡表 1は,過去25年間(1955

-1979年)に,与那国島か ら300キロメー トル

以内に入 った台風の年平均数を月別に示 して

いる｡ 乎均 して年間に3ないし4回の台風の

接近または襲来があり, とくに, 7月か ら9

月までの3カ月間には,毎月 1度は台風が接

近 していることを, この記録は示 している｡

従 って, この期間の台風被害を回避す ること

が,稲作の安定化のためにもっとも重要な要

2)聴取調査は主に祖納で行われた｡在来農法とそ
の変遷については,東迎仁太郎,久部艮勇吉,
我那覇尚,東浜永成の各氏から詳しくお話をう
かがった｡また,近年の稲作技術については,
八重山農業改良普及所与那国事務所の仲本光則

氏からご教示を受けた｡なお,本調査は,昭和
56年度文部省科学研究費補助金 (一般研究(B)

｢日本農耕のオーストロネシア的要素｣)および

ユネスコ東アジア文化研究センターの援助によ
って行われた｡ここに記して謝意を表します｡

3)与那国島測候所 ｢与那国島の気候略表｣(1981)

による｡以下に示す気候データも,すべてこの
略表にもとづいている｡
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蓑 1 与那国島の降水量と台風の接近回数

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年

甥 漂水琵no')193･2154･6174･3178･9247･8200･5133･7182･3260･1234･6226･6190･72377･3

与那国島から
300km以内に
入った台風の
年平均数

0.1 0.1 0.3 0.8 1.0 0.9 0.2 0.2

′出所 :与那国島測候所 ｢与那国島の気候略表｣(1981)

件となる｡伝統的なイネの作李がこの台風常

襲期間以前に刈取 りがおわるように設定され

ており,一定の作李に従 った稲作が行われて

きたことは,のちにあらためてふれることと

なろう｡

台風のほかに稲作に大きな影響を与えるの

は,年間の降水量分布である｡表 1に月間降

水量の平均値を示 したように,与那国島では

5月 と9月にふたつのピークをもつ降水量分

布がみ られる｡ 前者は南風モンスーンに由来

する降雨で,後者は北東風モンスーンがもた

らす降雨である｡後述するように,天水田の多

い与那国島では,イネの移植がはじまる1月

までに,どれだけの水を水田に確保できるか

が,その年の稲作の成否を握 る鍵 となる｡表 1

によれば,各月 とも100ミリメー トル以上の降

水量を記録 しているものの,これはあ くまで

平均の降水量であって,年間の変動は各月 と

も相当に大きい｡とくに,7月から9月の台風

期の降雨が少ない年には,その後の秋雨の変

動 ともあいまって,深刻な水不足や干ばつに

見舞われることも少な くなかったといい,本

田期間がはじまるまでの降雨の多寡は,与那

国島の稲作にとって重大な関心事であった｡

その他の気候要因としては,与那国島の季

節風の強さをあげることができよう｡ 年間を

通 じて海洋性気候におおわれるこの島では,

南西諸島の他の島々にくらべてさらに風が強

く,年間の平均風速が5.9メー トル,冬期 (ll

- 2月)のそれが約 7メー トルとなり,月の

翫

1957
～

1980

1955
3.6 ～

1979

うち半ばは日最大風速が10メー トル以上 とな

る｡このため,委節風によってもたらされる

潮害 も無視できない｡冬期の北東風にさらさ

れる同島北部の台地は,わずかに放牧地 とし

て利用されるのみで,この季節風の与える影

響 も,同島の水田立地をみるうえで見逃せな

い要因となっている｡

2. 地形 と土壌
ウ ラ プ

与那国島の東部には芋良部岳(231.2メー ト

ル)を主峰とする宇艮部山系が東北東か ら西
ク プ ラ

南西-,そ して西部には久部長岳 (188メー ト
マンタノヾル

ル)を主峰とする蒲田原山系が東西に走 り,両

山系の周縁に数段にわたる段丘が発達 して,

波状の台地がひろがっている｡段丘の発達は

両山系の北側で顕著である.

沖積地は,山麓斜面下部,台地や山地間の

谷底および海岸部の低地にみられる｡ 芋艮部
タバル イリマタ

岳北部の田原川沿い低湿地(田原,田原西俣),
ホ 丁ン

同岳北東部の台地間谷底(浦田,南帆安),西
クンバ ラ ク ザ

部の山地間谷底(貢原,久座),溝田原山系南
タルマイ

部の谷底(満田原,樽舞),および同島南部の

比川や西部の久部良にみられる海岸部低地が

主な沖積地で,両山系の山間凹地にも小面積

ではあるが沖積地が散在する｡

山地は八重山爽炭層 と呼ばれる第三紀の砂

岩,頁岩で構成され,これが同島の基盤をな

している｡ 山田ら[1973:313-318]によると,

段丘面は琉球石灰岩 と呼ばれる隆起さんご石

灰岩を基盤に,その上を非固結堆積岩を母材
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とする赤褐色土,あるいは第三紀の砂岩,蛋

岩またはこれらの二次堆積物を母材 とする赤

黄色土がおおっており,いっほう沖積地の土

壌は,第三紀砂岩,頁岩を母材に,自然的あ

るいは人為的な水の影響を受けて生成 した褐

色低地土と灰色低地土,排水不良の低地に生

成 したグライ土,および排水不良の沼沢地や

山間の凹地に湿性植物の遺体が集積 して生成

した黒泥土の4土壌群に大別されるという｡

農耕地が分布するのは,主にこの段丘面上

と沖積地である｡ 段丘上の台地や丘陵は,か

っては水田に利用されたところもあるが,大

部分はサ トウキビや甘藷の蝿,あるいは牧野

として利用されている｡ また,原野のまま放

置されたり,耕作放棄のためにいまでは原野

と化 しているところも少な くない｡沖積地は

かつてはすべて水田に利用されてきたが,覗

在では稲作の相対的な重要度 の低下 のた め

に,畑に転用されたり,耕作放棄により原野

となっているところが多い｡比較的排水が良

好な山麓斜面下部や谷底の,灰色低地土や褐

色低地土の沖積地は,畑に転用され,サ トウ

キビが栽培されている｡ いっぽう,排水不良

の低湿地は,たとえば田原や田原西俣のよう

に,干拓によって畑が造成されたり,あるい

は椅舞のように,耕作放棄のために湿原に変

わるなど,往時の稲作の様子をうかがうこと

がいまはまった く不可能 となって しまった土

地 も少な くない｡

3. 水田の分布と立地

図 1は,与那国島の水田分布と代表的な地

形断面を示 している｡図中では,現在なお水田

として利用されている地域 と,畑に転用ない

しは耕作放棄された地域を区分 しているが,

ここでは,かつて水田として利用されたすべ

ての土地について,ある程度の類型化を試み

つつ,その立地を眺めてみることとしよう｡

水田が分布するのは,両山系北側の山麓下
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部緩斜面,台地･丘陵間の谷底,山間の凹地,お

よび排水不良の低湿地や沼沢地などである｡

すなわち,水田の分布は前述の沖積土の分布

とほぼ対応 している｡ ところで,これら水田

を類型的にまとめるためには,上述のような

地形のほかに,水田の水源あるいは水条件を

考慮する必要があろう｡ たとえば,同じ丘陵

間の谷底に位置 していても,まった く天水に

のみ依存する水田もあれば,山麓斜面からの

表面流去水の流入する水田,あるいは山麓か

ら湧水を絶えず供給されている水田など,そ

の水条件はさまざまで,おおむね,その水条

件によって稲作の様子 も異なっているからで

ある｡

図 1の地形断面図に示されている沖積地の

うち,田原 と樽舞は,水の供給よりもむ しろ

過剰な水の停滞が問題 となる,排水不良の強

湿田が分布する地域である｡田原が全層グラ

イ土,椅舞が植物遺体を含む黒泥土 【同上論

文 :324,325】と,土壌条件は異なるけれど

も,いずれも腰や胸までつかる深い泥田をも

つ点で,両者は共通 している｡同様な深田は

帆安上原などの山間凹地にも局部的にみられ

る｡ 与那国島の水田のうち,水条件に恵まれ

た水田は,図 1の地形断面図で示せば,満田

原や浦田,南帆安などの丘陵 ･台地間谷底水

田のうち,山脚か らの湧水を直接利用できる

水田である｡ なかには,年間を通 じて湧水を

確保できる水田もあり,干ばつ年でも安定 し

た稲作が可能なこれら水田は,同島ではもっ

とも恵まれた立地に位置するといえる｡

以上の比較的用水の心配のない水田に対 し

て,山腹からの表面流去水や降雨にのみ用水

を依存 しなければならない水田は,降雨寡少

年の干ばつ被害や,常習的な用水不足に悩ま

ねばならない｡同 じく表面流去水を利用する

水田であっても,手長部岳南部のような山間

凹地の水田は,集水面棟が相対的に大きいた

め,用水の確保には恵まれているが,菊帆安



や浦田およびその他

の谷底水田 (貢原,

久座など)では,隻

水面積の相対的な狭

小さのために,稲作

ほより不安定になら

ざるをえなかった｡

また,帆安や割目な

どに分布 した台地上

の天水田,あるいは

前述 した谷底水田の

うち,表面流去水や

湧水をまった く受益

できない水田は,降

雨の変動に直 ちに影

響される, もっとも

不安定な立地に位置

した水田である｡ そ

のため,降雨によっ

ていったん確保され

た用水をどれだけ有

効に水田内にとどめ

ておくかが, これ ら

水田の重要な技術的

課題 となり,後述す

るように,用水の確

保のために多大の労

力を払 ったのも,こ

ういった水田におい

てである｡ 天水田の

多 くは人頭税時代に

水田化されたといわ

れ,与那国島では比

田中 :与那国島の水田立地 と稲作技術

111 () 1,000 111

Ln

200

100

0

m
200

100

0

久郎良 店

⊂⊃ もと水臥 現在は
畑 あるいは耕作放棄

(D) (B)

図 1 与那国島の地形断面と水田分布
注)地形断面の土壌分布は山田ら[1973]による｡

較的新 しい開墾になる水田である｡ 現在,こ

れ ら天水田にはまった くイネが栽培されてお

らず,多 くは牧野,サ トウキビ畑 として利用

されている｡

図 2は字南帆安の水田分布の変遷を示 して

いる｡ 南帆安は南に宇良部山系の山麓部,北

に字帆安の台地の一部を含み,これ ら両高地

に囲まれた谷底からなる｡ かつては,与那国

島のなかでは水田が比較的まとまって大面積

に分布 した地域である｡明治末年 ごろには,

南帆安のほぼ全域に水田が分布 したが,まず

台地上の天水田が畑に転用され,続いて山脚
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部の棚田が耕作放棄されたという｡

戟後,サ トウキビ栽培が盛んになる

につれて水田はさらに減少 し,1970

年代には,宇良部岳の麓から湧きで

る湧水がかりの水田と,その水を受

益できる谷底水田が残るだけとなっ

た｡この傾向はその後 もさ らに続

き,調査時点では,湧水がかりの谷底

水田のみがわずかに残 って,他はす

べて畑に転用されていた｡いわば,

サ トウキビが栽培できない立地に水

田が残されたともいえるほど,土地

利用の大きな変化が近年起 こってい

ることが, この図から理解 で きよ

う｡ これを逆にみれば,かつては水

条件の相当に困難な立地にも水田が

開かれていたことを意味 しており,

与那国島のかつての水田分布 と立地

との関係を考えるとき,降水量の多

寡 と用水確保の難易とが,稲作にと

っていかに重要であったかがよく理

解できるのではなかろうか｡

東南 アジア研究 21巻 3号

(a)明治末ごろ

(b)1970年代末ごろ

ⅠⅠ 水田の類別とその特徴

1. 水条件に応 じた水田の類別

前述 したようなさまざまな立地に

位置する水田が,与那国島では実際

にどのように類別されていたかを次

にみよう｡耕作者自身は,用水を得

るための水源や用水の多寡,あるい

図2 字南帆安の水田分布の変化

注)(a)は明治32年の沖縄県土地整理
局の設置とそれに続く測量実施に
より作成された土地台帳の地目に
もとづき作成｡(b)は土地台帳変
更地目および1977年撮影の航空
写真 (国土地理院発行)による｡
(C)は1982年 3月現在｡
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は用水確保後の水 もちの難易,さらに水田の

泥の深浅など,各水田の水条件にかかわるい

くつかの基準によって類別 している｡すなわ

ち,まず水源の種類によって,次の3種に大

きくは類別される｡用水を降雨に依存するテ

ィンチダ(天水田),山麓からの湧水を利用す

るミンタ(水田),そ して排水不良の低湿地で

常時滞水 しているカーダ (深田)である｡ そ

れぞれは,さらに用水の多寡,泥の深浅に応

じて小区分される｡ティンチダは,完全に降

雨のみに依存するテインチダと,降雨に加え

て山腹からの表面流去水 も流れこむハタケダ

に分けられる｡いっぽ うミンクは,干ばつ時

には湧水が澗れたり,たとい湧水はあっても

十分に配水できないために湛水できなくなる

ナマ ミンク 4) と,どんな干ばつ時でも水がな

くならない ミンクに類別される｡ 常時滞水 し

ているカーダは,泥の深さに応 じてカーダ(比

川ではフグルダともいう),クダ,アギタ(浅

田)に区分される｡

テインチダや-タケダは,山鹿下部の綬傾

斜地や台地 ･丘陵上に位置 して,降雨以外の

水供給がないため,いったん溜まった水を逃

さないよう丹念な耕転を必要とした｡とくに

ティンチダでは,台風(-ヤカゼ)がもたらす

夏期の降雨を少 しでも多 く確保するために,

刈取 り後から次の田植えまでのあいだ,雨が

降るたびに何度も踏桝 (後述)を繰 り返 した

という｡ そのため,いったん湛水させれば,給

水量の少ないテインチダがハタケダよりもか

えって水 もちがよかったともいわれている｡

水 もちのよい水田は, ミンスサルタ (スサル

は ｢強い｣の意)と呼ばれ,耕盤の赤土が固

まって不透水層を形成 していたという｡ いっ

ぼう, 水 もちの悪い田は ウダ (｢もっこ｣の

4)ナマミンクをミンクよりも水が豊富にある水田
という聴取例もあったが,多数例がナマミンク
をミンタよりも水の少ない水田としていたの
で,ここでは後者に従った｡

意)と呼ばれ,右混 じりの水田にこれが多か

ったともいう｡台地上のティンチダでは,水

田内に比較的大きなひび割れや亀裂のあるこ

とが多 く,その場合には図3に示 したような

アブヒキを用いて漏水を防止 した｡かつては

竹筒を用いたが,いまは塩ビパイプを用いて

いる｡

湧水が直接流れこむ ミンタに続 く一連の水

田を ミンクバ リといい,これら水田は用水に

もっとも恵まれた立地に位置している｡ ミン

クバ リのいちばん上の田をカンノタあるいは

ミンノカンと呼び,この水田は刈取 りのとき

にも排水せず,年間を通 じて湛水させて, ミ

ンクバ リ-の給水源としての役割 も果たして

いた｡カンノタはテインチダや-クケダの分

布する地域にもあり,表面流去水のとくに多

く流れこむ最奥部の水田がカンノタとなり,

下方の田-水を補給 した｡天水田地域のカン

ノタの役割はとくに重要で,幅 1メー トル,

高さ1メー トル余ほどの大畦で水田を囲み,

刈取 り時にも水を切 らず,常時水を潜めるよ

うに心配 りを怠 らなかったという｡

カーダが泥の深さによって 3種類の水田に

類別されていることはすでに述べた｡もっと

も浅いアギタが太ももくらいまでの深さ,ク

ダが腰 くらいまで,カーダが胸までつかる底

のない水田である｡ アギタでは耕盤が形成さ

れ,水のかけひきが可能であったが,クダや

カーダでは土が ドロドロで耕盤がなく,水の
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かけひきはまった く不可能であったという｡

カーダのなかには,ところどころ落ちこむよ

うに深いところがあり,そういう田はフギル

メ (抜ける田)とも呼ばれた｡哩畔 (アブチ)

はどの深田にも設けられていたが,カーダで

はイナマ (矢板)を打ちこみ,そのあいだに

木や石を入れ土を盛 って, 2,3尺幅の畦を

造 ったという｡ 常に干ばつに見舞われる危険

のあった与那国島の水田では,どんなにきつ

い干ばつ年であっても必ず一定の収穫が保証

されていた低湿地の水田が,耕作の困難さに

もかかわらず,価値のある水田であった｡祖

柄では,田原川沿いの低湿地に水田をもつ農

家をタプルダモチ (田原田もち) と称 して,

天水田しか耕作 していない農家をうらやまし

がらせたともいう｡

それぞれの立地に位置した水田がどの程度

の歴史をもつかは,いまとなっては明らかで

ない｡ただ,ティンチダや-タケダがもっと

も新 しく開かれた水田であるということは,

古老たちの一致 した見解であった.与那国島

では,1筆 ごとに固有名のついた水田があり,

こういった水田はティンチダや-タケダにと

くに多い｡また,固有名のついた大きな区画

の水田では,田植えの日にニワ ト

リを供犠 したり,牛の頭皮の干物

を調理 してこれを食する水田があ

り,これは,人頭税時代に新たに

開かれた水田に牛を供犠 したこと

の名残 りであるといわれている｡

水条件に恵まれた ミンクやカーダ

では,このような固有名をもつ水

田が少な く,供嬢 も行われていな

い｡過去の開田の記憶が囲有名や

供儀のかたちをとって継承されて

きたテインチダや-タケダが,す

でにこれ らを失った ミンクやカー

ダよりも新 しく開かれた水田では

なかろうか,というのが古老たち
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の考えである｡ どちらが古い水田であるかは

もちろん即断できないものの,与那国島の水

田の歴史 と立地との関係を考えるうえで興味

深い点ではないかと思われる｡

2. 宇久座の天水田

固有名をもつ天水田の一例を示 して,天水

田で用水がどのように確保されていたかをみ

ることは,与那国島の水田立地をさらに具体

的に知るためばかりでな く,水の豊富なイネ

の国,と他の島々からうらやまれた与那国島

が,実際には,天水田を多 くもつ,水不足に

悩むイネの国であったことを知るうえでも有

効であろう｡

図 4は,与那国島のほぼ中央部,宇久座の

丘陵上に位置する天水田,ダママチ付近の水

田と用水の流れを示 している｡ ダママチはひ

ろさ約 4反 5畝の-タケダで,この付近では

ニワ トリを供犠する唯一の水田であった｡昭

和30年ごろまで水田として利用されていたと

いい,現在は,両隣のイ リダママチ,ウブシマ

チと合筆され,サ トウキビ畑 となっている｡こ

の付近の水田は,細い谷間の ミンクを除いて

すべて-タケダで,完全に降雨だけに依存す

①デママナ
(診イリグママチ
③ウブシマナ

④ナスノバリ

(9カンノタ

⑥イリフグンニ

(診フグン-

⑧バタヌタ

⑨マージャノタ

⑲カンノタ

図4 宇久座ダママチ付近の水田分布と用水の流れ
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るティンチダはなかったという｡ダママチ周

辺の水田もすべて-タケダである｡

ダママチ-の用水の補給は,南の山地から

流れでる渓流から得 られる｡ この渓流の水源

は山腹の湧水であるが,常時水が湧きでてい

るわけでな く,降雨が少な くなると滴れて し

まう｡ この水は,まずいちばん上の田である

マージャノタのカンノクに入れられ,さらに

ダママチのカンノタで溜められる｡水源の水

量が十分でなく,渇水時には潤れるので,こ

れ らカンノタも-タケダに類別されている｡

マージャノタのカンノタからは,その西側に

ひろがる-タケダ-配水され,ダママテのカ

ンノタか らは, ダママテ, イリダママチ,

ウブシマテ,さらに東のフグンニへと田越 し

に水が回されていく｡ ダママテのす ぐ下の水

田,ナスノバ リが苗代 として利用され,ダマ

マチ周辺の水田に宙を供給 した｡ナスノバ リ

はこの付近の水田のなかでもっとも低 く,苗

代水を得るのに好都合であったからである｡

宙取 り後は ナスノバ リに もイネが植 えられ

た｡

ダママチ周辺の水田では,旧暦 8, 9月 ご

ろから田の準備がはじまる｡これは降雨のた

びに行われる牛による踏耕で,天水田での水

の確保 と漏水防止をね らったものである｡本

格的な準備はカンノタからの水入れがはじま

る旧暦10月からである｡ まずダママチにカン

ノタから水が補給される｡夏雨が十分に降っ

て,田がすでに濡れているような状態 (タン

ガイ)のときには,ダママチでの水入れ後の

踏新はほぼ10日でおわるが,降雨が少な く,

田面にチ-- ンキ (水がなくなり地面にひび

割れができる状態)があらわれているような

年には,約 1カ月かけて10回ばかり田を踏み

続けないと漏水が止まらなかったという｡ 上

土が十分にこなれて,下士は人が歩けば滑る

ほどになる (ニーラトゥリル)まで踏耕が続

けられた｡こうして完全に床固めを し,漏水

を止めないことには,ダママチから下の田へ

は水を回せなかったという｡降雨があれば,

周辺の山地や未利用地から各水田に水が流れ

こむものの,カンノクからの水を補いつつ,

ひとつの田の漏水が止まれば次の田-という

ように,ひとつひとつの水田を入念に耕 して

いかねばならなかった｡台風期の降雨,そし

て旧暦 8月か らはじまる北東風モンスーンの

降雨を少 しも逃すまいとする,こうした入念

な耕作が行われて,はじめてティンチダやハ

タケダでも旧暦12月から1月にかけての田植

えの季節を迎えることができたのである｡

ⅠⅠⅠ 稲作の年間サイクル

1. 作李 と作業暦

これまで述べてきた水田立地の多様性にく

らべて,与那国島の伝統的なイネの作李は相

対的に単純であった｡稲作に甚大な被害をも

たらす台風の季節を避けることが,同島の稲

作にとって最重要の問題であったことはすで

に述べたが,これが,水田立地の多様さにかか

わりな く,全島をほぼ一律の作李のもとにお

かしめた最大の要因であったと考えられる｡

図 5は,与那国島の伝統的なイネの作李 と

主な作業の流れを,前述 した主要な水田類型

ごとに示 したものである｡比較のために同島

で現在行われている二期作の作季5'をあわせ

て示 し,また,表 1に示 した月間降水量および

台風接近回数の月間平均値 もあらためて図示

して冬作李 と対照できるようにした｡なお,

伝統的な稲作の作業暦は旧暦で記憶されてい

るので,本章での作業時期などもすべて旧暦

で記すこととした｡

6月に刈取 りがおわり, 7月の盆が明ける

と,す ぐに次の稲作の 1年のサイクルがはじ

まる｡まず,本田の荒起 こし,客土などが行

5)八重山農業改,良普及所普及資料による｡現在の
沖縄県奨励品種トヨニシキの二期作例を示す｡
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旧 暦 7 8 9 10 ll 12 1 2 3 4 5 6

新 暦 l 8 1 9 J10 f 11 1 12 E l l 2 r 3 1 4 1 5 r 6 1 7 l

平 均 20月 間降水量 100(mm)

台風接近 1-0回 数 の 0.5年平均値 ∫I ■■ ■■ ■I

カ - チミ ン タテインチダ二 期 作 I一 ●■一l■

I l
l +

l )

i I l l l
十 l ノ;=. I l l ′

ト ー 本田準備 ■一 首代播種 m 田植え 丘 ==ア 刈取 り l除草

図5 与那国島の伝統的稲作と二期作の作季

われる｡そして,10月の苗代播種までのあい

だ,本田は何度 も耕され,各水田の条件に応

じて地力の維持,水の確保,あるいは雑草の

抑制などがはかられる｡ 8月, 9月の秋雨は

本田の準備に必要な水をもたらし,10月に入

ると苗代播種や本格的な本田準備作業がはじ

まる｡ 百代期間は60日前後で,12月に入ると

田植えとなる｡田植えは遅 くとも1月の雨水

のころまでに終えたという｡ 田植えのあとは

除草である｡ 移植後約 1カ月に最初の除草,

そ して出穂前に 2回目をするのが標準だった

といわれているが,カーダなどではまった く

除草 しないことも多かったという｡ 本田期間

中には4回のムヌン (物忌み)が行われ,虫

害や風害の起 こらないよう祈願される｡ こう

して,干ばつや大 きな虫害,台風の襲来など

がなければ,無事に5月から6月の収穫期を

迎えることができる｡JZa上のように,稲作の
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年間のサイクルはほぼ 1年間を通 じて切れ目

な く続いていった｡

イネの作李は,播種が10,11月,田植えが

12,1月,刈取 りが 5,6月 となり,苗代期間

が約60日,本田期間が120-150日と,いずれ

も長期間にわたっている｡当時用いられた在
ハネ ヂ タル ナ ゴ ハ ツカ

来品種は,羽地黒,名護穂赤,マ-ノマイ,

イネマイ, ウチノマイ,ツ-マイ,ムティマ

イ (精米)などであったが,いずれの品種 も

生育期間に大差はな く,田植えが少々遅れて

も, 6月には収穫できたという｡

イネの作李には水田立地による差はみ られ

ないものの,稲作の各作業は立地の違いに大

きく影響されている｡そこで,以下では,水

田類型による違いに注目しつつ,各作業につ

いてさらに詳 しくみていくこととしよう｡

2. 本田準備
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ティンチダや-タケダでは7, 8月に野原

や荒れ地の土を客土する｡バーグと呼ばれる

組織で共同作業され,30戸 くらいの水田をす

べておわるのに約 1カ月かかったという｡ 客

土は毎年行われ,草の生えた土を根や草 もい

っしょに削りとり,ふたりが組んでもっこで●●●

土を運び入れた｡ バーグが行われたのは戦後

の一時期までで,その後は個人で行 うように

なったという｡ ミンクや カーダ に はユウナ

(オオハマボウ)やアグ(アコウ), タビチ(オ

オバキ),ナンチ (クワ)などの葉や枝を緑肥

として入れた｡戦後はティンチダや-タケダ

- も緑肥を入れるようになったという｡,6) 蓬

莱米の導入後,化学肥料 も使われるようにな

ったが,戦後までの本田施肥は客土や緑肥施

用が中心であった｡

本田の最初の耕起 (クーカシ)がはじまる

のは7月の盆明けか らである｡ティンチダや

ハタケダでは,降雨をまって水田用の在来型

(クーカシダマ)で耕起がはじまる｡ タ-カシ

ダマは型錘 のない枠塾長床型 [下田ら 1979

:58,59]で,大正初年にクラブと呼ばれる

台湾型が導入されるまで使用された｡続いて

昭和 7, 8年 ごろか ら12, 3年 ごろにかけて

磯野式短床型が導入されるようになり,耕起

はクラブに代わって磯野型で行われるように

なった｡

荒起 こしのあとは,すでに述べたように,

午 (ウチ)を使 って踏耕(タンミ)が行われる｡

牧場(マーティ)か ら牝牛(ナ- ミャ)を集めて

き, 5, 6頭を横に並ばせ,首に縄を回 して

胴がす りあう程度につなぎ,そのいちばん外

側に牡牛 (ビギウチ)または馬をつなぎ,水

田内を ぐるぐる回りながら水田を踏みこませ

た｡いちばん外側の牛をカネウチ,内側の牛

6)戦前からティンチダや-タケダでも客土ととも
に緑肥を施用したという聴取例があるので,緑
肥施用はすべての種類の水田で行われていたと
も考えられる｡

を トーウチといい,外側になるほど足の速い

牛をおいて,人を中心に反時計方向へ回転さ

せ, トーウチの手綱をあやつ りながら作業 し

た｡とくに畦際の踏みこみを丹念にする必要

があり,カネウチが畦か ら踏み外さないよう

注意 しなければならなかったという｡天水田

ではタンミは降雨のたびに行われ,タンミを

すればするはどイネの収量はよくなったとい

われている｡ タンミのたびに必ずイチムタセ

も行われた｡これは, 1辺15-20センチメー

トル四方,長さ約 1メー トル半の四角柱に整

形 した石を牡牛にひかせる作業で,砕土 と鎮

圧のために行われた｡通常の水田ではタ ンミ

は3回程度行われたが,漏水のひどい水田で

は水が止まるまで何度 も繰 り返されたことは

すでに述べたとおりである｡

漏水が止まると,田植えのための整地作業

がはじまる｡耕右には稚 (マ-グ)が用いら

れ, これで数回耕 したのち均平 (クー ミダカ

ナシ)が行われる｡均平には約 3メー トルの

長さに切 った径 3, 4センチメー トルの竹を

20数本束ね,縄や トウで縛 ったものや,長い

角材が用いられ,いずれも牛に牽引させた｡

また, ドニモテマ-グと呼ばれる,歯の幅が

ひろく歯 と歯の間隔が狭い木製の把や,ツー

ツァと呼ばれる牽引用の板 も均平に用いられ

たという｡ 昭和12, 3年 ごろに台湾か らクル

バ シャが,そ してほぼ同 じころに石垣島か ら

水牛が導入されて,耕転にはクルバ シャがも

っぱ ら用いられるようになった｡クルバ シャ

は現在 もなお続けて利用されている｡

ミンクやナマ ミンクでの本田準備は,刈取

り後の刈株を埋めるための荒起 こしが最初の

作業である｡ 水が豊富にあり,泥の深い ミン

クでは木鍬 (辛-パ ンガェ)が用いられた｡

大正年間には鉄製鍬 (カニパ ンガェ)が導入

されたので,キーパ ンガェに代わってこれを

用いるようになったという｡ この鍬耕は,最

初の荒起 こしののち整地にとりかかるまで,
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2, 3回行われた｡

いっぽう,水のそれほど多 くない ミンクや

ナマ ミンクでは,荒起 こしをせずに,直接牛

を入れてタンミをさせ,刈株や雑草,さらに

緑肥を踏みこませた｡ここでもタンミと同時

にイチムタセが行われた｡タ ンミは天水田の

ようにたびたび行われなかったが,雑草が生

えて くると再びタ ンミを行なったので,整地

にとりかかるまで数回繰 り返されたという｡

田植え前の整地作業は,前述の天水田の場合

と同様で,マ-グで耕寂 し,そのあとクー ミ

ダカナシを行なった｡

磯野翠やクルバ シャが導入されてか らは,

ミンクやナマ ミンタの本田準備には, もっぱ

ら両農具を用いるようになったという｡ タ ン

ミをせずに,磯野型で荒起 こしとその後の耕

起を行い,砕土や整地にはクルバ シャを用い,

最後に長い角材をひかせて均平す るようにな

った｡前章で字南帆安の例を示 したように,

与那国島で現在イネが栽培されている水田の

ほとんどが ミンクやナマ ミンクであるので,

短床型 とクルバ シャを用いるこの本田準備方

式が実際に行われているのを,いまもみるこ

とができる｡

深田のうちで も比較的 泥 の浅 いアギタで

は, 7月,刈取 り後のマクビェ (ひこぼえ)

がでる前に最初の桝起を行なった｡土がやわ

らかいので,キーパ ンガ工で刈株や雑草を埋

表2 木 田 準 備 の 作 業 体 系

水田の種類 作 業 体 系

塞莱米導入以節 芸 一 芸ト 刈株 .雑草の埋めこみ (辛) (嵩葬 )

ア ギ タ-----刈株の埋めこみ 耕 転 均 平

(貢三:;;芳三/) (貢三:話 芸三/) 塙 芋板を)

ミ ン クぐ--一一荒起こし 耕 転 均 平

＼､ (君二 三;芳三/) (妄言グ.イチム) (牽引農具)

ナマミンjL"-:-7賢 誓 笠 ) 琵 茅 や.イチム) 鎧 品 具)

塞莱米導 芸 - 計 ----xrJ# .鵬 の埋めこみ (辛) 静 を)

ア ギ 久 ---一一刈株の埋めこみ 耕 兼云 均 平

ミ ン ク_､､､､(カニパンガエ) (カニパンガエ) (嘉盲板を)

入以級 ナマミンク---.//--::;>荒起こし 耕 転 均 平

- タ ケ 打 / (短牌 ) (12',Vご妄言 ●) (牽引農鄭
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めこむ (アラ-)のが主な作業であったとい

う｡ いっぽう,カーダやクダでもほぼ同 じ時

期に耕 しはじめるが,その作業には農具を使

わず,手で刈株を埋め,土の表面を掻き回 し

て (クーキシ)雑草の発生を抑えるだけであ

った｡アギタでもカーダでもひと月 くらいす

れば雑草がでて くるので,田植えがはじまる

までほぼひと月に1回,多いときにはさらに

間隔を短 くして耕 したという｡こうして頻繁

に耕すことが,雑草を抑制 し,地力を維持す

るうえで効果があったともいわれている｡ま

た, このような深田では,田植えの直前に長

い板 (ビュエイタ)を手で押すだけで,田面

は簡単にたいらになったという｡ この均平作

業はふたり一組で行われた｡

以上のように,本田準備の方法は水田立地

の違いに大きく影響されるため,その一連の

作業の流れは立地に応 じてさま ざまで あ っ

た｡各立地の作業を対偶するのに便利なよう

に,その作業体系を表 2に簡単にまとめてお

いたので参照されたい｡

3. 苗 代

天水田や ミンクでは,水がかりがよく土の

肥えた水田が苗代(ナース)として選ばれる｡

湧水が直接流れこむ ミンクでは,降雨の際に

浸水する恐れがあるため,用水は常に得 られ

るにもかかわらず苗代を作 らなかった｡む し

ろ,その ミンクから水をひ く水田に苗代をこ

しらえたという｡ 天水田では,カンノタから

用水をひける水田,あるいは比較的早 く水が

溜まる水田に苗代をこしらえた｡深田では苗

代ができないため,アギタ周辺の比較的浅い

水田を苗代田とした｡たとえば祖納南部の田

原田の場合,祖納部落 と田原田が接する,部

落東南部の周縁に ドゥ-マチナスと呼ばれる

苗代田があった｡ ドゥ-マチナスはアギタあ

るいは-タケダに類別 される水田で,下の田

原田から汲みあげた水が苗代水 として利用さ

れた｡苗代は各戸が個別に作 り,共同苗代は

なかったという｡

苗代 ごしらえにもタンミが行われた｡これ

はナースンミと呼ばれ,漏水防止や緑肥の踏

みこみのために,どの苗代でも行われたとい

う｡苗代の肥料には,前述 した本田の肥料 と

同様,大 きくやわらかい葉をもつ木の枝葉を

緑肥として入れたり,数年に1度野原の土が

客土された｡また,本田には用いられなかっ

たが,牛糞や豚糞を代かき前に施用すること

もあった｡百代はナースンミののち,数回型

や和で耕 して整地される｡ 短冊状に区切 らな

い平畦の水百代で,本田 1反歩に対 して15坪

前後の百代が準備された｡

種播きの約 1週間前から種籾の準備がはじ

まる｡ 種籾をクバの葉に包んで,一昼夜か ら

4, 5日真水に浸種 し,その後よく水を切 っ

て屋内でわ らをかぶせて催芽(オクミ-)させ

た｡苗代には,最後の代かき後,まだ土が濁っ

ている状態のときに,この催芽籾が播種され

る｡こうすれば,種籾が適当な深さに落ち着

き,覆土 もされて発芽がよく揃 ったという｡

播種量は本田 1反歩あたり4升から5升,苗

代 1坪あたり約 3, 4台を目安 とした｡播種

時には,ススキの茎などの目印を百代に立て,

区切 りとした｡このひと区切 りを トゥウンチ

と呼び, トゥウンチで 1反の本田に十分に植

えられる苗が確保できたという｡

苗代期間中は,初期の烏害防除と水管理に

注意が払われる｡ 播種後,苗代には縄を張り,

クバの葉などを吊したり,松明やランプをと

もしてカモやバ ンの飛来を防いだという｡ ま

た,水管理は,播種後 2日間は2寸ほどの深

さに水を溜め,その後落水 して芽干 しし,再

び水を入れて,播種後55-65日で移植される

まで湛水 した｡苗代期間中の水の確保はどの

苗代でも重要な作業であったが,とくに田原

田の ドゥニマテナスでは,苗代水を供給する

のに多大の労力を要 した｡下のカーダあるい
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は アギタ か ら, クバ の葉で作 った大 きな杓

(クバヌ- ウブルあるいは ミンアギウブル)

で汲みあげ られた水は, シッチと呼ばれる溝

に入れて苗代に供給された｡さらに上の苗代

へ供給 しなければな らないときには,下の苗

代に ミンアギウンブと呼ばれる水溜めをこし

らえ,そこか らさらに ミンアギウブルで上の

苗代のシッチに水を汲みあげたという｡ 水の

過剰のために,本田ではむ しろ用水を心配す

る必要のなかったカーダやアギタの稲作 も,

苗代期間には,苗代水を確保するのにずいぶ

ん苦労を しなければならなかった｡

与那国島では,苗代に供される水田は毎年

はぼ決まっていたが,苗代にのみ利用される

水田,いわゆる通 し苗代はな く,苗取 り後,

すべての苗代にイネが植え られた｡ ドゥニマ

チナスのような深田用の苗代田は,深田で収

穫 したイネを干す場所にも使われるので,い

ちばん遅 く田植えが行われ,逆に稲刈 りはい

ちばん早か ったという｡

4. 田植え

早朝 5時 ごろか ら苗代-でかけ,松明をつ

けなが ら苗取 り (ナイ トゥイ)がはじまる｡

苗取 りはもともと女の仕事であったが, とき

には男 も手伝 ったという｡苗は両手で抜 きと

られ,片手ふたつがいっぱいになると, 1把

(トゥタバエ)にし,ティバ ラと呼ばれるイ

ネわ らで結束 した｡ トゥタバ工が三つで トゥ

ツカ となり, この トゥツカ を10集めて 1束

(トゥマルティ) とした｡ トゥマルティは30

タバ工か らなり,マル ンナと呼ばれるカヤの

わ らや,バ ランナと呼ばれるイネわ らの穂先

部分を結んだ結束用わ らで束ね られた｡ 1反

歩の水田を植えるのに10マルティ,すなわち

300タバ工を要 したという｡本田へは4-6マ

ルティを天秤棒 にかついだり,馬の鞍に振分

け荷物にして運んだ｡

田植え (クービルあるいはクービ)は午前
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7, 8時ごろにはじまる｡植えるのは男の仕

事である｡ ドゥイマル (エイマール,結い)

で行われ,参加者には握 り飯,汁物,酒が振

る舞われた｡田植えは12月か ら1月,大寒か

ら雨水 にかけて行われるので,亜熱帯性気候

とはいえ水につかる仕事は寒かったという｡

1時間はど作業を しては酒を飲み,身体を温

か くしてまた田植えにとりかかった｡ ドゥイ

マルに対 しては同 じ仕事を返すのが習慣であ

った｡田原田のような深田では,タブルダモ

チのあいだでお互いに ドゥイマルを したとい

う｡
苗は育苗期間約60日の熟宙で,40センチメ

ー トル くらいの文があった｡葉の先端部を切

ることはせず,そのままひと株 3本植え前後

で植えたという｡天水田では用水確保のため

にできるだけ深 く湛水 していた し,いっぽう

深田では泥が深かったので,大苗でなければ

植え られなかったという｡7)

蓬莱米の導入 とともに,除草機の導入が奨

励されるようになり,そのとき正条植えも奨

め られたが,それまではほぼ7, 8寸角を目

安にして,ひとりがイツモ ト(5株)もちで,

後退 しなが ら植えていった｡また, ミンクの

土の肥えた田やカーダでは 1尺角 くらいで疎

植された｡植えた宙が抜けないよう,風が強

いときには右手斜めうしろか ら,あるいは右

の手甲に風を受けるように田 に入 った とい

う｡ 田植え上手を先頭に,植え手は彼に従 っ

ていった｡風のないときには,図 6に示 した

ようなブイマギ (あるいはイロハ植えとも呼

ばれた) という移植法が行われることもあっ

た｡植え手がイツモ トを植えおわると,互い

に ｢イヤ--｣｢イヤヒ-｣とかけ声を交わ し

7)与那国島に蓬莱米が導入された当初は,水や泥
の浅い水田にのみ栽培されたという｡その後の
栽培試験の結果,育苗期間50日くらいの大苗を
植えても収量が低下しないことが明 らかにさ
れ,昭和12,3年ごろから全般的にひろまるよう
になった｡
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図6 イロ-植え (ブイマギ)

つつ植え進んでいったという｡

5. 本田管理

田植え後は,本田の水管理に注意が払われ

る｡ 2,3日おきに水加減をみ,降雨があると

きは,上の田から順に田越 しに排水 して水位

を調節 した｡本田管理の主な作業は除草 (ツ

ァー トイ)である｡ 在来品種を栽培 していた

ころは,田植え後 1カ月か ら40日で第 1回目

の除草に入 り,出穂前に2回目の除草を行な

った｡蓬莱米が入 ってからは,田植え後20日

くらいで第 1回目の除草に入 り,手入れのい

い田はその後 2回, 3回と除草 され た とい

う｡ 大 きな区画の水田では,除草は1回 くら

いがせいぜいであった｡ 除草はすべて手取 り

で行われ,蓬莱米以降に手押 し車が導入され

たけれども,それを使おうとするのはわずか

であったという｡ カーダやクダでは,田植え

のあと除草には入 らなかった｡

在来品種を栽培 していたころには,目立っ

た虫害はなかった｡虫害よりも烏の食害や踏

みつけによる被害がむ しろひ どか った とい

う｡昭和 4, 5年 ごろから台湾 との往来が頻

繁になり,新たに ドロオイムシが入 ってきた｡

出穂前後にメイ虫があらわれるので,部落総

出の共同作業 (ウヤダイ)でメイ虫の被害茎

を抜き防除 した｡また,出穂後にはウンカの

被害 もあったが,総 じて在来品種は虫害,柄

害 ともに少なく,育てやすい品種であったと

いう｡

6. 収穫 ･調製

出穂後約40日で在来品種は成熟 した｡ ウン

デハ ッカウンミハ ッカといい,出穂 して20日,

熟 しはじめて20日で収穫期を迎えた｡穂ばら

み期や出穂前後に台風が来 ると,被害はもっ

とも甚大だったという｡ また, 立夏 の ころ

(3月末～ 4月初)に北風が吹 くと穂ばらみ

が悪 くなった｡在来品種は夏至のころの南風

で登熟するといわれていた｡早植えでも晩植

えでも成熟期はほぼ同 じで,この夏至の南風

が吹 く季節によく稔 らないイネは収量が悪か

った とい う｡

稲刈 り (マイカイ)は,水田立地の違いに

かかわらず,どこでもほぼ同じ時期に行われ

た｡午前中に刈取りをおえ,午後は結束であ

る｡ 刈取 りは男の仕事で,稲刈 り用刃鎌で地

際から20センチメー トル くらいの高さで刈 り

取 り,刈株の上にひと握 りずつ並べていった｡

刈取 りがひととおりおわってか ら結束がはじ

まる｡ ひと握 りのイネ (カタテ)ふたつを友

わ らで結束 したものが トゥタバエ (1把)で

ある｡ トゥタバ工が三つで トゥツカ, トゥツ

カが五つでイシカ,イシカがふたつで トゥマ

ルキ (1束) と呼ばれる｡ すなわち,宙取 り

の場合 と同様,30タバ工で トゥマルキとなり,

この大きな束がマルンナで結束された｡

常時湛水 して稲刈 りのときにも乾かない ミ

ンメや,カーダやアギタなどの深田では,柿

刈 りのときに田舟 (ウンナラ)や,牛や水牛

に牽引させるそり (マエカングルダマ)が用

いられた｡ ミンクでは,刈 り取ったイネを刈

株上に並べ,その後マルキに結束 したものを

水田内に立てておき,田舟やそりで畦-運び

だ した｡また深田では,水面から20センチメ

一 日レくらいの高さで刈 り取 られたイネを,

同 じように刈株上に並べておき,その後友わ

らで結束 したタバ工を田舟に積み,畦へ運び
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だ してからマル牛に結束 した｡深田ではかつ

ては運搬用にくり舟 も用いたという｡

刈 り取 られたイネは,マルキのまま野原や

屋敷近 くの空地-運び,乾燥させた｡ イネの

乾燥は女の仕事である｡ 前 日のうちに野原-

運ばれたマルキを翌日ほどき,タバ工をひと

つひとつ扇のようにひろげて,まる1日乾燥

した｡乾燥のおわったイネは,15タバエずつ,

すなわちイシカに束ね られ, これを稲叢 (シ

ラ)に仮積み した｡このシラは脱穀までの一

時的なもので,風通 しがよく運搬に便利な場

所に作 られた｡竹を編んだ枠の上にバ ショウ

の葉を敷 き,その上にイシカを積みあげてシ

ラにしたという｡年を越 して自家保有米 とす

るイネや種籾用のイネは,屋敷地内でタバ工

にばらしたうえ,タネマイシラに撮みあげ保

存された｡石を四隅および各辺の中央部に据

え,その上に木をわた して竹で編んだ枠をお

き,さらにイネわ らを敷いてシラの土台 とし

た｡そ して,まず保有米を積みあげ,その上

に翌年の種籾用のイネを積み,雨除けにクバ

の葉を最項部にかぶせればタネマイシラがで

きあがった｡10月には翌年の稲作のための種

子取 り (タナンドゥリ)が行われるので,種

籾用のイネをシラの最上部に保存 しておくと

便利であったという｡ シラ作 りはすべて男の

仕事である｡

稲刈 りがすべておわったのち,仮積み した

シラをばらして屋敷地-運び,脱穀 ･調製が

行われる｡脱穀 ･調製は女の仕事であるO 脱

穀 には,大正のはじめごろまでタキンダーと

呼ばれる,細竹で作 った扱きは しが使われた

が,その後は千歯扱ぎが使われるようになっ

た｡タキンダーを使 った脱穀の場合,上手な

人なら午前中に8マルキのイネを脱穀できた

という｡ 脱穀 された籾は,天 日乾燥ののち,

カティカバと呼ばれる空取 り用の杵で菅が取

り除かれ,その後,キウチ(木白)とカバ(柿)

で籾す り,およびザニウチとザニカバで精米
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された｡

稲作の年間サイクルのしめ くくりとして,

当時の在来品種の収量がどの程度であったか

を最後に検討 しておこう｡ 聴取例では,当時

の収量は1筆あたりの籾重量 (斤)や,ある

いは,たとえば100マルキとれる田を トゥガ

ラダと呼ぶように,収穫されたマルキ数で記

憶されていることが多かった｡ そこで, 100

マル辛の平均的な籾重量を1,500-1,600斤,

そ して在来品種の籾す り歩合を50パーセント

として,各事例を反あたりの玄米収量に換算

すると,128.-230キログラムという収量にな

り,平均収量 (6事例)は 165キログラムと

なった｡聴取事例はいずれも当時の精農家の

収量であるので, この数字より少 し低い収量

が当時の平均的な収量であったと考えられよ

う｡ 蓬莱米が導入されて,収量は倍増 したと

一般にいわれている.与那国島では,天水田

で蓬莱米の半分の収量, ミンクで3分の2の

収量であったという聴取例 もあり,反あたり

140キログラム前後の収量が,当時の平均的な

収量ではなかったかと推定される｡8〉 いずれ

にせよ,当時の与那国島では,これまで述べ

てきたように,年間を通 じて稲作のための作

業が切れ目な く続 き,多大の労働が投下され

ていたにもかかわ らず,収量水準は非常に低

かったといえよう｡

ⅠⅤ 東南アジア島唄部稲作 との関連

周囲約27.5キロメー トル,面積約31.5平方

キロメー トルの与那国島はけっして大 きな島

ではない｡ しか し,小さいながらもこの島内

8)与那国町役場調べの昭和55年度水和生産実績 に

よると,一期作の反あたり収量が288キログラ
ム,二期作が112キログラム,両作李をこみに
した平均収量が281キログラムである｡また,
八重山農業改良普及所与那国事務所によると,
過去 5年間の平均収量が258キログラムである
ので,当時の平均収量の推定はもう少し低く見
積もる必要があるかもしれない｡
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に多様な水田立地が存在 し,それぞれに対応

した稲作が営まれていたことをこれまでに述

べてきた｡ こ こで は, 蓬莱米導入以前の稲

作の特徴を本土の稲作 との比較においてとら

え,さらに東南アジア島峡部の稲作 との関連

において考察することとする｡

本土の稲作 と比較 して,与那国島の稲作は

次のような点で異なる特徴を有 していた｡す

なわち,(む作李が新暦 1, 2月から6, 7月

までで,本土の作李 とはまった く異なる,②

耕走法における型の役割が低 く,本土にはみ

られない踏耕が行われる,⑧水稲品種の生育

期間が長い,(㊤収量水準が非常に低い,など

である｡ 以上のような特徴のはかに,景観的

にみた現在の水田の姿 も,本土のそれとはず

いぶん異なっていたように思える｡ かつては

天水田が開かれていた丘陵地や台地上の耕地

の赤土のひろがり,亜熱帯樹林に囲まれた山

間の谷地田などは,本土にはみ られない水田

景観といえよう｡ 前述 した本土稲作 との相違

点や景観的にみた水田の印象は,与那国島の

稲作が本土の稲作よりも,む しろ南方の東南

アジア島峡部の稲作に似通 ったものではない

かという考えを強 く抱かせるのである｡

それでは,東南アジア島峡部の稲作にはど

のような特徴が認められるのであろう｡ 筆者

はこの地域に共通する特徴として次のような

点を指摘 したい｡まず稲作の景観的な特徴と

しては,比較的限 られた地域内で水条件にお

いて連続的に遷移する立地が混在 し,そこに

焼畑一常畑一天水田一低湿地水田というよう

に多様な耕地が開かれ,さまざまなタイプの

稲作が共存 して営まれているのが,東南アジ

ア島峡部稲作の特徴である｡ 大陸部にくらべ

て箱庭的ともいえる島峡部の地理的還境が,

小地域内での多様な稲作の共存を必然化せ し

めたともいえよう｡ そ して,技術的な特徴 と

しては,年間の降水量分布に対応 した伝統的

作李の多様性,踏耕,橋形鋤などの耕地準備

のためのこの地域独特の方法 と農具の存在,

ブル系品種と総称される,非感光性で生育期

間が長い,大粒 ･長苦の品種群の栽培,ある

いは稲作儀礼における牛 ･豚の供蟻などを指

摘できよう｡

焼畑や常畑でのオカボ栽培の伝統を与那国

島でみることはできなかったけれども,天水

田から低湿地水田に至る連続 した水条件のも

とでさまざまな稲作作業が共存 していたこと

は,すでに述べたとおりである｡ このような

与那国島の水田立地 と対比するとき,ジャワ

島の火山性台地を開析 した谷底の谷地田や,

それに続 く緩斜面上のゆるやかな棚田水田,

あるいはスラウェシ島ボネ地方の隆起石灰岩

台地の天水田などが容易に想起され,それぞ

れ,与那国島の ミンクや-タケダ,あるいは

テインチダにたい-ん似通 っているように思

える｡ 与那国島の稲作が東南アジア島峡部の

稲作に関連するのではない かという筆者の印

象は,このような水田景観の相似にもとづ く

印象にすぎないけれども,以下にとりあげる

ようなイネの作李や水田耕作法の特徴にまで

考えを及ぼしていくな らば,その印象 もあな

がち的はずれでないのではなかろうかと思え

て くるのである｡

東南アジア島峡部のイネの作李は,各島々

の大陸側 と大洋側,言い換えれば脊梁山脈の

西側 と東側で異なる場合が多い｡これは,モ

ンスーン由来の降雨の年間分布パターンが島

の両側で異なることによる｡ たとえば,フィ

リピンのルソン島のオカボ栽培の場合,南西

モンスーンによる夏雨が卓越する西岸型気候

区 (脊梁山脈西側)では, 6月か ら10月が主

要な作季であるのに対 して,北東モンスーン

による冬雨が卓越する東岸型気候区 (脊梁山

脈東側)では,10月から1月に降雨が比較的

集中して,10月から2月が作季 となる [古川

1982:55]｡また,スラウェシ島南部の南スラ

ウェシ州の場合,北西モンスーンが卓越 して
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イネの作李が12月か ら5月 ごろとなる西岸部

と,南東モンスーンが卓越 して作李が3月か

ら8月 ごろとなる東岸部とは,際立った対照

をな している｡大洋 と大陸に挟まれた島峡の

地理的位置は,このようにひとつの島内に複

数の対照的なイネの作李を成立させる気候条

件をもたらす点が大 きな特色である｡このこ

とは,大陸部の稲作がモンスーンの交番によ

る明確な乾季 と雨季 とによって一律に競走さ

れているのと好対照をなすといえよう｡

バイモーダルな降雨分布を示 し,明確な乾

季や雨季をもたない与那国島の気候条件は,

こういった意味か ら,東南アジア島峡部の気

候条件に通 じる特徴を示 している｡すなわち,

その降雨パターンは,島峡部の主要な島々に

み られる脊梁山脈の東西両側の降雨パターン

が重なったもので,なかでも,北東モンスー

ンによる冬雨が卓越する北半球の島々の東岸

塾の降雨パターンを示す ものであると位置づ

けられよう｡そ して,台風期 と冬雨の卓越 と

いうふたつの条件によって成立 した与那国島

の伝統的なイネの作李は,東南アジア島峡部

というひろい枠組のなかでとらえるとき,同

様な条件によって成立する,台湾やフィリピ

ン東岸部の伝統的なイネの作季 とともに,島

喚塾稲作の北半球東岸塾稲作 とでも呼べるひ

とつのグループにまとめることも可能ではな

いかと考えられる｡

次に,東南アジアの島峡部の稲作 と関連 し

て注目したいのは,与那国島の伝統的な水田

耕作法であった踏耕の問題である｡踏新につ

いては,すでにこの地域 との関連について論

じている報告 もあるので,9) 先に述べたわた

しの印象をもう少 し補強する材料を示すとい

う立場か ら,簡単にそのことにふれるにとど

めておこう｡

与那国島で行われた踏耕は,天水田での漏

水防止, ミンクでの土壌の摸拝耕,および緑

肥の踏みこみという三つの役割をもっていた
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が,同様な役割を果たす踏耕は東南アジアの

島峡部でひろく行われている｡たとえば,山

間盆地の水田の耕恵を主な目的とした踏耕,

低湿地水田の雑草の踏みこみのための踏耕,

あるいは石灰岩台地水田での漏水防止のため

の踏耕などである｡これ らの踏餅は,その機能

においても,また型耕に先行する耕走法であ

ったと推定される点でも,与那国島の踏耕 と

きわめて共通 している点が多いといえる [田

中ら 1982:24-26]｡そ して,踏耕の行われ

た地域が,ひろく,東南アジア島峡部から,

与那国島を経て南西諸島を北上 し,遠 くは九

州南端にまで及んでいたこと[同上論文 :26-

31]を想起するとき,与那国島の稲作が系譜

的にも東南アジア島峡部の稲作 と強 く結びつ

いていたのではない かという思いを強 くする

のである｡

いまひとつ島峡部の稲作 との関連で指摘 し

たい点は,与那国島のイネ品種の問題である｡

前章で記 したように,蓬莱米導入以前の在来

品種は,羽地黒,名護穂赤,マ-ノマイ,イ

ネマイ,ウチノマイ,ツーマイ,ムティマイな

どと呼ばれる品種である｡ このうち,前二者

はその名の示すように,八重山地方-新 しく

導入された品種である｡また,他の品種のう

ちいくつかは,与那国島だけでな く八重山の

島々でも栽培されており [安渓 1978:51】,

与那国島のイネ品種は八重山地方 と大きく異

なるものではなかったようである｡ 聴取によ

ると,与那国島の品種はいずれも草丈が高 く,

長だ,長穂の形態的特徴を有 していたといわ

れる｡ 品種が現存 しないためにその形質を詳

しく検討できないものの,聴取による形態的

9)国分 [1970:162]は,踏耕を ｢日本内地系の技
術と異なるもの｣とし,これを ｢島型稲作｣と
呼称して南西諸島に ｢弥生系の技術とは異なる
南方系の技術が分布｣していたことを示唆して
いる｡また,小林 【1982】は,主として文献資
料により,南西諸島の多数の踏耕事例をあげて
おり,踏桝が水田保水に重要な役割を果たして
いたことを明らかにしている｡
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な特徴は,東南アジア島峡部にひろ く栽培さ

れるブルと総称される品種群に近い外部形態

を示 していたのではないかと推定される｡

安渓 [同上論文 :57-59]は,現存する八重

山在来の5品種の形質を分析 し,そのうち4

品種がフェノール反応で(+)を示 したことか

ら, この地方の品種が ｢沖縄の在来 イネのな

かでは主流 というよりはむ しろ特殊な形質を

もっていた｣ と述べ,沖縄のイネのなかで特

異な一群を作 ることを示唆 している｡与那国

島のイネがこれ ら八重山の在来品種 と同 じ形

質を示すか否かはいまとなっては不明である

が,少な くともフェノール反応(+)のイネと

(-)のイネとが混在 していたことは, この結

果か ら十分に推測 されるところである｡

ところで,フェノール反応で (+)の形貿

は,前述 した,与那国島の在来イネが外部形

態的にみてブル系統の品種群に近似するとい

う筆者の推定 と相反する形質である｡この形

質は,長粒,無苦のインディカ系統のイネに

み られる形質で,ブル系統の品種は,ジャポ

ニカ品種群 と同様,(-)の反応を示すからで

ある｡ しか し,(+)の反応を示 した八重山在

来の品種 も,その外部形態に関 しては,草丈

が高 く,長菅で籾や=巳が着色 している [同上

論文 :60]というように,インディカ品種群

よりも,現在東南アジア島峡部で栽培されて

いるブル系統の品種群によ く似た特徴を有 し

ていた点は考慮される必要があろう｡

古川 [1982:69-71]は,ルソン島における

在来イネのフェノール反応を調べ,南ルソン

の陸稲,北ルソンの焼畑陸稲,山岳地帯棚田

の水稲に(-)の反応を示す,｢ジャポニカ的｣

あるいはブル系統の品種が多いことを報告 し

ている｡従 って,与那国島の在来イネに関 し

ては,フェノール反応においては(+)と(-)

の両者が共存 していたと推定されるものの,

外部形態においてはブル系統の品種群の特徴

をもつイネが優占しており,その特徴は,前述

のルソン島のイネなどとも関連 していたので

はなかろうか と考え られるのである｡与那国

島のみな らず八重山地方全体の品種群を,い

ま明確にブル系統の品種群 として位置づける

には証拠が不十分であるけれども,東南アジ

ア島峡部にひろく分布する焼畑陸稲やブル系

水稲 との関連が今後明 らかにされるな らば,

｢熱帯島型品種群｣[岡 1953:40-42]と呼ば

れるグループに属する品種群 として, これを

位置づけるのも可 能 では ないかと考え られ

る｡

お わ り に

以上,東南アジア島峡部の稲作 と関連 して,

重要 と考え られる2,3の問題 を指摘 して,

与那国島の伝統的稲作の特徴を述べた｡

このほかにも,収穫 ･調製用農具や稲作儀

礼などで東南アジア島峡部稲作 との関連が語

られようが, これ らについては八重山地方を

中心にすでに民俗学 ･民族学分野で多 くの蓄

積があるので,本稿では稲作の自然立地や技

術的側面を述べて,この地域の稲作 と南方 と

の関連を探 ってみようとした｡

与那国島を含めて八重山地方全体の伝統的

稲作が, 日本の稲作の南下 したものか,ある

いは熱帯の島峡を北上 して南方か ら渡来 した

ものかはまだ明 らかでない｡すでに与那国島

の在来イネや八重山,沖縄の多 くの在来イネ

が途絶えているので,イネ品種の類縁関係か

らこの ｢稲作の系譜｣を明 らかにするのは困

難なように思える｡ また,稲作の個別技術に

ついても,時を経 るにつれてその記憶をつな

ぎ止めてお くことが困難 となろう｡与那国島

を一例 とした本稿が,そのような意味で,南

西諸島の ｢稲作の系譜｣を辿るためのひとつ

の情況証拠を提示 しえているな らば,本稿の

目的は半ば達せ られたといえよう｡
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